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我が国 SDGs 達成に向けた教育のデジタル化の取り組みと 
P2M の創造的統合マネジメントの有効性について 

国際 P2M 学会員  神崎  博之 1 

 

１．はじめに 

SDGs（持続可能な開発目標）は、極

めて多面的な視点からそのゴールやタ

ーゲットが定められており、その達成

には全体使命を実現する複数のプロジ

ェクトを有機的にマネジメントする体

系が有効と考える。P2M と SDGs との関

係を扱った先行研究としては、中村

（2015）があり、地球規模課題の現状

を俯瞰しつつ、 それらに対処し、持続

可能な社会の実現に向けて必要となる

実務的アプローチにつき、プログラム

マネジメントの観点より考察している
2。また、岡田（2019）らは、P2M の各

手法をバランスよく取り入れることに

よって、SDGs 事業形成を進める手法を

示し、広範な範囲の過去の事例をもと

に P2M の各手法の有効性を検証してい

る 3。 

本稿では、我が国の SDGs の達成にむ

けた教育分野でのデジタル化の取り組

みと P2M の創造的統合マネジメントの

有効性を概説し、同マネジメントの

SDGs 関連事業への適用に向け、今後の

研究が進むことに期待を述べる。 

 

２．我が国における教育デジタル化へ

の取り組みと SDGs 

我が国は、他国と比較してインフラ、
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教員の IT リテラシー、支援体制といっ

た面において教育分野でのデジタル化

が遅れている。OECD によれば「学校の

インターネットの帯域幅や速度が十分

である」、「教師は、デジタル機器を授

業に取り入れるために必要な技術的・

教育的スキルを持っている。」、「教員が

授業でのデジタル機器の活用方法を学

ぶための効率的・専門的なリソースが

利用可能である。」と校長が認識してい

る学校に在籍している生徒の割合はい

ずれも OECD 加盟国の平均値以下であ

る 4。 

このような状況下、文部科学省では

「文部科学省におけるデジタル化推進

プラン」（令和 2 年 12 月 23 日）を策定

し、教育分野におけるデジタル化に取

り組んでいる。同プランでは「教育に

おけるデジタル化の推進」として、

①GIGA （ Global and Innovation 

Gateway for All）スクール構想による

一人一台端末の活用をはじめとした学

校教育の充実、②大学におけるデジタ

ル活用の推進、生涯学習・社会教育に

おけるデジタル化の推進、教育データ

の利活用による EBPM(Evidence Based 

Policy Making)の推進、の 4 つの施策

を掲げている。一方で我が国は SDGs の

推進において 8 つの優先課題と 4 つの
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優先事項を掲げている 5が、教育のデ

ジタル化は教育格差の改善・解消や学

習効果の改善、教育現場の働き方の改

善等を通じ、 あらゆる人々が活躍する

社会・ジェンダー平等の実現（優先課

題）と一人ひとりの可能性の発揮と絆

の強化を通じた行動の加速に貢献して

いると言える（図 1）。 

図 1 教育のデジタル化と SDG との関連性 

 

3.  GIGA スクール構想と創造的統合

マネジメントの有効性 

本節では、早い時期での基礎的学習

能力の獲得の重要性という観点から

小・中学校を対象としている GIGA スク

ール構想に焦点をあて、創造的統合マ

ネジメントの有効性を述べる。 

GIGA スクール構想は、ハード・ソフ

ト・人材が一体となり、子供たち一人

ひとりの多様な実情をふまえ、誰一人

取り残すことのない学びの実現を目標

としている 6。同構想は全体使命を有

 
5 SDGs 推進本部 (令和元年 )、「SDGs 実施指針改
定版」及び、SDGs 推進本部 (令和２年 )、「SDGs ア
クションプラン 2021～コロナ禍からの「よりより
復興」と新たな時代への社会変革～」  
6 文部科学省（令和 2 年）、「文部科学省における

デジタル化推進プラン」  
7 小原重信「 P2M 入門」 P.32， 2002 年、株式会社

エイチアンドアイ  
8 「文部科学省におけるデジタル化推進プラ

ン」では 13 の取組みが列挙されている。図２で

は各取組みの内容を吟味し、 4 つの領域に整理し

する複数のプロジェクトが有機的に結

合された事業であり、定義 7によれば

プログラムとみることができる（図

2 8）。 

同構想はすでに 2020 年度から開始さ

れているが、教育の平等・公平性、教

育の効果、人材育成等の関連からいく

つかの懸念事項が指摘されている 9。

これらの懸念事項への創造的統合マネ

ジメントの管理知識の適応性を図 3 に

まとめる 10。 

た。 
9 松本市議会厚生員会（令和 3 年）、「 GIGA スク

ール構想への取組に関する報告書」  
10 GIGA スクール構想実施上の懸念事項について

は、「 GIGA スクール構想への取組に関する報告

書」で指摘されている懸念を列挙し、内容に応

じて４つの領域に整理した。創造的マネジメン

トについては小原重信「 P2M 入門」 2002 年、株

式会社エイチアンドアイ、吉田邦夫、山本秀男

「実践プログラムマネジメント」 2014 年、日刊

工業新聞を参照した。  

出典：「文部科学省におけるデジタル化推進プラン」、「SDGs アクションプラン 2021」より作成  

• あらゆる分野における女性参画、ダイでバーシティ、バリ
アフリーを推進すると共に、人への投資を行い、十分な
セーフティネットが提供される中で、全ての人が能力を伸
ばして発揮でき、誰ひとり取り残されることなく生きがい
を感じることのできる包摂的な社会を目指す。

• 子供の貧困対策や教育のデジタル化・リモート化を進める
と共に、持続可能な開発のための教育（ESD*)を推進し、
次世代へのSDGs浸透を図る。

• 京都コングレスや東京オリンピック・パラリンピック等の
機会を活用して法の支配やスポーツSDGsを推進すると共に、

地球環境の課題に関して、国際協調・連帯の構築・強化を
主導し、国際社会から信用と尊敬を集め、不可欠とされる
国を目指す。

SDGs アクションプラン

IV.一人ひとりの可能性の発揮と絆の強化を通じた行動の加速
教育のデジタル化のための

具体的なプラン

*Education for Sustainable Development

生涯学習・社会教育におけるデジタル
化の推進

大学におけるデジタル活用の推進

GIGAスクール構想による一人一台端末

の活用をはじめとした学校教育の充実

教育データ利活用によるEBPM（証拠に

基づく政策立案）の推進

図２参照
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図 2 GIGA スクール構想の構成 

 

図 3 GIGA スクール構想の実施における創造的統合マネジメントの適用可能性 

出典：「GIGA スクール構想への取組に関する報告書」、「P2M 入門」、「実践プログラムマネジメント」より作成  

 

SDGs のゴールやタ

ーゲットを達成する際に全体使命を実

現する複数のプロジェクトを有機的に

マネジメントすることが必要となる事

業においては、P2M の創造的統合マネ

ジメントが有効であることがわかる。

今後は、P2M のフレームをつかって、

GIGA スクール構想の進捗や成果をモ

ニタリングし、P2M のフレームの有効

性についてさらに研究を深めていきた

い。 

(2021 年 9 月 27 日 受理) 

社会で通用するための人材育成が不十分

創造的統合マネジメントの適用可能性

個別マネジメント呼称 個別マネジメント知識を活用した対応策

プロファイリングマネジ
メント

ロジックモデルを使い、GIGAスクール構想事業化の全体像(ある

べき姿）を描く。インパクト、短期・長期のアウトカム（学習成
果）、活動、投入資源を定義する。

プログラム戦略マネジメ
ント

SWOT分析を使い、学校の資源（インフラ整備状況、教職員のITリ
テラシー、生徒や保護者の関心等）、外部の環境（教育政策、期
待される人材像、地域社会の関心等）を勘案し、あるべき姿を実
現するための戦略を地域、学校の状況に応じて立案する。

アーキテクチャーマネジ
メント

3S（スキーム、システム、サービス）モデルを使い、戦略を実践
する具体的なプロジェクトを設計する。3Sモデルを使うことによ

り、ハード（端末）整備後の運用・学習効果の具現化にも配慮し
たプロジェクトを設計することが可能となる。

プラットフォームマネジ
メント

教育委員会、教員、学校、生徒、保護者等が成功事例、失敗事例
を共有する仕組み等、人材・情報・知識が交流する場を設計・運
営する。

ライフサイクルマネジメ
ント

リスクマネジメント手法を使い、全体を見渡すプログラムマネー
ジャーが状況変化に対応した代替案を検討する。

価値指標マネジメント バランスト・スコアカード手法を使い、アウトカム（学習成果）
や戦略を達成するための行動を生徒・保護者、教育・学習プロセ
ス、人材育成、財務の観点から設計し、評価指標を定め定期的に
進捗を計測する。

ICT授業における学校間格差

GIGAスクール構想の目的が消化されな

い授業の提供

授業の中身による学力格差

GIGAスクール構想実施上の
懸念事項(例示）

楽しくない授業の提供

視力の低下の発生

教
育
の
平

等
・
公
平
性

人
材
育
成

教
育
の

効
果

そ
の
他

不登校児や療養児、外国籍児の学習機会
の未確保

身近なコミュニティを形成できる力を
もった人材育成が不十分

クリエイティブな人材育成が不十分

出典：「文部科学省におけるデジタル化推進プラン」より作成  


